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2016年、震度7をピークとする地震が2回連続して熊本を襲った。こ
の地震は、地震活動が活発な地域を中心に、広範囲に及ぶ物理的及び
経済的損害をもたらした。

右下の地図に示される保険の対象地では、最寄りの地震観測点で最大
震度6.4を記録した。壊滅的な被害にもかかわらず、従来の実損てん
補ベースの保険では、損害査定により保険金の支払いが遅れ、顧客の
迅速な復旧に寄与できない可能性があった。

仮に、企業が、下にある支払い条件で、 限度額が30億円のデカルト
のパラメトリック地震保険に加入していた場合、保険金は自動的に計
算され、震度6.4の場合、その額は、限度額30億円の60％にあたる18
億円になる。

従来のような損害査定による保険金の支払いの遅延は発生せず、迅速
な保険金支払いにより、早急に復旧資金が確保することができる。
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6.0 (6強) 5%

6.1 (6強) 10%

6.2 (6強) 20%

6.3 (6強) 40%

6.4 (6強) 60%

6.5 (7) 100%
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パラメトリック保険のグローバルリーダー、デカルト

パラメトリック保険の主な利点

パラメトリック保険の3ステップ

より詳しく知りたいですか？

営業チームまでご連絡ください！

透明性の高い条件設定

曖昧さを排除した
パラメーター(インデックス)
と支払い条件を事前に合意

テーラーメイド・ポリシー

単独または複数の拠点を対象
としたカスタム・カバー

既存の保険（例：従来の保険を補
完、キャプティブ再保険）に対応

迅速な支払い

損害発生後、
数日から数週間で支払い

現地での損害査定が不要

経済的損失を補償

地震に起因するあらゆる
種類の直接的または間接的な

経済損失を補償

カスタムメイドのパラメータと
補償条件を事前に合意

気象庁から提供されるデータにより
パラメーターの推移をモニタリング

対象となる地震が発生した場合、
保険会社に損害を通知し、

迅速に保険金を受領
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リスクモデラー、データサイエンテ

ィスト、ソフトウェアエンジニア

グローバルに拠点を展開 リスクの高い地域や

、地震による損害を

被った企業も対象
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